
情報提供

資料－６

令 和 2 年 7 月 2 日

新庄河川事務所

第7回 最上川中流大規模氾濫時の減災対策協議会
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最上川水系 治水協定ダム位置図 
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2

① 大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけの改善

 大雨特別警報解除後の洪水への警戒を促すため、特別警報の解除を警報への切替と表現する

とともに、警報への切替に合わせて、最高水位の見込みや最高水位となる時間帯などの今後の

洪水の見込みを発表。

 警報への切替に先立って、本省庁の合同記者会見等を開催することで、メディア等を通じた

住民への適切な注意喚起を図るとともに、ＳＮＳや気象情報、ホットライン、ＪＥＴＴによる解説等、

あらゆる手段で注意喚起を実施。

 「引き続き、避難が必要とされる警戒レベル４相当が継続。なお、特別警報は警報に切り替え…」と

伝えるなど、どの警戒レベルに相当する状況か分かりやすく解説。

【令和２年出水期から試行的に実施】

メディア等を通じて住民へ適切に注意喚起警報への切替に合わせて洪水の見込みを発表

警報への切替に先立って本省庁の合同記者会見等を開催

することで、メディア等の協力を得て住民に警戒を呼びかけると

ともに、SNSや気象情報等あらゆる手段で注意喚起。

今後の洪水の見込みを発表し、引き続き洪水の

危険があること、大河川においてはこれから危険が

高まることを注意喚起。

イメージ

「防災気象情報の伝え方に関する検討会」報告書（令和2年3月31日）より

20



3

② 大雨特別警報の切り替えにあたっての呼びかけのポイント

 大河川では、降雨が河川に流出するまでに時間がかかるため、令和元年東日本台風においても、

利根川などの大河川では、大雨特別警報が解除された後に下流部で最高水位に到達し、その

後氾濫が発生した事例もあった。

 特別警報解除後に避難先から帰った方がいるなど、大雨特別警報の解除が安心情報と誤解さ

れた可能性があったとの指摘を受けた。

 このため、大雨特別警報の解除にあたり、解除後も引き続き河川の増水に対する警戒呼びかけを

強化する必要がある。

 次の改善を令和２年出水期から実施する。

 大雨特別警報の解除が安心情報として受け取られないよう、大雨特別警報の解除を「警報へ

の切替」と表現の上、解除の際に、今後の洪水の見込みについて情報を発表。

 合同記者会見、SNSやホットライン・JETTによる解説等、あらゆる手段で注意喚起を実施。

 「引き続き、避難が必要とされる警戒レベル４相当が継続。なお、特別警報は警報に切り

替え…」と伝えるなど、警戒レベルを活用した解説を強化。

 加えて、大雨特別警報解除時に「大雨警報(土砂災害)の危険度分布」で「極めて危険」

（警戒レベル4相当）が継続している場合等には、引き続き厳重な警戒を呼びかける。

 これらの情報や解説を活用いただき、大雨特別警報が解除された場合であっても、適切に

危機感を伝えることが大変重要。
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水位状況

氾濫発生中
（レベル５相当）

氾濫発生中
（レベル５相当）

氾濫危険水位に到達する
見込み（レベル３相当）

水位上昇中。氾濫危険水位到達見込
み

問い合わせ先
水位関係：国土交通省　○○河川（国道）事務所　tel:xx-xxxx-xxxx
気象関係：気象庁　○○地方気象台　tel:xx-xxxx-xxxx

○川では、○市、・・・、○町において氾濫が発生。○観測所（○市）では、水位が上昇中であり、引
き続き、水位が高い状況が継続する見込みです。

○観測所(○市)では、水位が上昇しており、今後、氾濫危険水位を超過する見込み。

基準観測所 今後の見込み

○○川洪水予報（臨時）
令和2年○月○日○時○分

 　国土交通省　○○河川（国道）事務所
       　　気象庁　○○地方気象台

「大雨は峠を越えたが、洪水はこれから」

○県の大雨特別警報は大雨警報に切り替わり、大雨は峠を越えましたが、（現在、氾
濫〇情報が発表されている）○川では、今後水位が上昇し、（○時間後に）氾濫危険
水位に到達するおそれがあります。天候が回復しても、氾濫が発生するおそれがあ
るため、洪水への一層（or引き続き）の警戒が必要です。

■○○川 氾濫注意情報

（氾濫注意：警戒レベル２相当）

○川では、○市、・・・、○町において氾濫が発生。○観測所（○市）では、水位が上昇中であり、ま
もなく最高水位に到達する見込み

○（○市） 水位上昇中。まもなく最高水位

○（○市） 水位上昇中

○（○市）

洪水注意報が発表中の河川を抽出し、この時点の発表情報で注意喚起

水位予測グラフ貼付欄

水害リスクラインHP:
https://frlg.river.go.jp/

○観測所（○市）
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■○○川

最高水位予想時間

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

（最高水位となる時間帯）

○（○市）
氾濫危険水位（レベル４相当）に到
達するおそれ

○（○市）
避難判断水位（レベル３相当）に到
達するおそれ

○川では、今後も水位上昇が継続し、○川中流ではこれから○時間後に、○川下流では○～○時
間後に最高水位に到達する見込み。

（最高水位の見込み）

　上流域に降った雨は、○○年の洪水に匹敵する○○（ｍｍ／○日）を観測していることから、氾濫
危険水位に到達するおそれあり。

基準観測所 水位見込み

○（○市）
氾濫危険水位（レベル４相当）に到
達するおそれ

洪水注意報以上が発表されており、今後氾濫危険水位超過が見込まれる河川

水位予測グラフ貼付欄

水害リスクラインHP:
https://frlg.river.go.jp/

○観測所（○市）
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■○○川

最高水位予想時間

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

○日　○～○時頃
（○～○時間後）

○県の大雨特別警報は大雨警報に切り替わり、大雨は峠を越えましたが、○川で
は、（直ちに氾濫が発生する危険性はありませんが、）今後水位が上昇し、（○時間
後に）氾濫危険水位に到達するおそれがあります。天候が回復しても、氾濫が発生
するおそれがあるため、洪水への一層（or引き続き）の警戒が必要です。

○○川洪水予報（臨時）
令和2年○月○日○時○分

 　国土交通省　○○河川（国道）事務所
       　　気象庁　○○地方気象台

「大雨は峠を越えたが、洪水はこれから」

（最高水位となる時間帯）

○川では、今後も水位上昇が継続し、○川中流ではこれから○時間後に、○川下流では○～○
時間後に最高水位に到達する見込み。

（最高水位の見込み）

　上流域に降った雨は、○○年の洪水に匹敵する○○（ｍｍ／○日）を観測していることから、氾
濫危険水位に到達するおそれあり。

基準観測所 水位見込み

○（○市）
氾濫危険水位（レベル４相当）に到
達するおそれ

○（○市）
氾濫危険水位（レベル４相当）に到
達するおそれ

○（○市）
避難判断水位（レベル３相当）に到
達するおそれ

現在、洪水予報が発表されていないが、今後氾濫危険水位超過が見込まれる河川

水位予測グラフ貼付欄

水害リスクラインHP:
https://frlg.river.go.jp/

○観測所（○市）
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令 和 ２ 年 ６ 月 ２ ６ 日 

水管理・国土保全局河川環境課 

  

 

地方自治体等によるマイ・タイムラインの取組を支援!! 

～「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」等を公表～ 

 
国土交通省では、マイ・タイムラインの更なる普及・啓発に向け、地方自治体の職員

や地域のリーダー等が、マイ・タイムラインの意義や重要性を、住民等に分かりやすく

伝えられるよう「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド」等を公表いたします。 

 

○ 国土交通省では、マイ・タイムラインの作成・普及を促進させるための支援策として、全国の

自治体等でのこれまでの取組を踏まえ、避難の実効性を高める取組の要点等を取りまとめた実践

ポイントブックを作成することを目的に、令和元年８月に「マイ・タイムライン実践ポイントブ

ック検討会」を設置し、検討を進めて参りました。 

○ このたび、検討会での議論を踏まえ、検討結果を「マイ・タイムラインかんたん検討ガイド（以

下「本検討ガイド」という）」等としてとりまとめましたので、これらを公表するとともに、地

方自治体等に周知することで、地方自治体等によるマイ・タイムラインの取組を支援いたします。 

○ なお、本検討ガイドは、大河川の洪水を基本とした標準的なシナ

リオでの検討を主眼に置いており、マイ・タイムラインの次なるス

テージに向けた取組の深化を図るとともに、昨今の新型コロナウ

イルスの感染拡大防止に向け、「新しい生活様式」に沿ったマイ・

タイムラインの検討についても、促進を図って参ります。 

 

１．公表資料 

・マイ・タイムラインかんたん検討ガイド 

・マイ・タイムライン検討のためのワークショップの進め方 

【～ワークショップ虎の巻～】 

・マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】 

２．掲載場所 

国土交通省 WEB サイト 

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/timeline/index.html 

 
【問い合わせ先】水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室 

課長補佐 西川  係長 大利 （内線：35454、35456） 

代表 03－5253－8111 直通 03－5253－8460 ＦＡＸ 03－5253－1603 

マイ・タイムラインかんたん検討ガイド
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